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個別の指導計画・教育支援計画・生徒指導要録の関連 

□生徒指導要録との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

転記するのは2観

点の評価。「主体的

に取り組む態度」

の評価は転記しま

せん。 

文末表現は訂正が

必要。 

「～できました。」

⇒「～できた。」で

統一する。 

前期・後期どちらの

評価を選んでも構い

ません。 
記載の内容によって

は、「～（学習内

容）では」と付ける

必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業学習 

外国語／情報の2教科について入力するスペースなので、評価を一つ選ん

でください。（どちらの観点でもよいです） 

※自立活動は、個別計に文字数制限を設ける予定はありま

せん。担任が内容をまとめて入力して下さい。 

※特別活動は「生徒会活動」「遠足」「宿泊研修」「見学旅

行」「ホームルーム活動」のいずれかの内容を入力する。学

年ごとに違う内容にするようにして下さい。 

※学年ごとに3観点の評価を記載します。個別計では

100文字制限の設定をしますが、全てコピペするとすぐに

欄が埋まってしまうので、簡潔にまとめ直して記載するこ

とになります。 

※観点は共通のものです。 



 

 

留意点 

・要録には「できた」ことを記載する。 

・個別計から転記（コピペ）するとき、文末表現のみ訂正が必要（「～です。」「～ます。」⇒「～できた。」

などに訂正） 

 ・個別計では、数字評価を表す視点である「手立て」と「できたこと」を簡潔に表現する。個別計の文

末を「～できました」にしておくと、要録に転記しやすい。 

 ・転記する評価を選ぶとき（前期か後期か）前年度の記載と内容がかぶらないようにする。（要録では、

年度ごとにステップアップしていることが基本となっているため、同じ内容の記載は避ける） 

 ・出席実績がなく、個別計で各教科の評価ができない場合は、要録には登校したときの様子から教科に

関連した内容をピックアップして記載することになる（担任中心）。 

・出席日数が少ない場合には、個別計では、出席したときの内容に合わせた目標に変更して評価を記載 

したり、出席したときの学びの様子を記載したりするなど、何らかの記載がある方が望ましい。 

 

道徳は個別計評価（前期・後期の両方）を転記する。字数は

747文字あるので余裕です。前期・後期合わせて7４7文字以

上になった場合は、枠におさまりません。前期か後期、どちらか

を選んで転記して下さい。 


